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本
有
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守
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か
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

岸
田
総
理
は
週
刊
新
潮
二
○
二
二
年
五
月
二
十
六
日
の
就
任
後
初
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
「
今
日
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
は
明
日
の
東
ア
ジ
ア
の
姿
か
も
し
れ
な
い
。
」
「
実
際
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
が
起

こ
り
、
将
来
的
に
日
本
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
深
刻
な
事
態
に
な
ら
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
こ
れ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
お
い

て
国
際
社
会
が
得
た
一
つ
の
教
訓
だ
と
思
い
ま
す
。
」
「
科
学
技
術
の
進
歩
や
装
備
品
の
発
達
を
考
え
ま
す
と
、
あ
の
ア
メ
リ

カ
で
す
ら
一
国
で
は
自
国
を
守
れ
な
い
。
そ
れ
が
厳
し
い
安
全
保
障
の
世
界
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
限
定
的

と
は
い
え
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ
た
。
」
と
述
べ
て
日
本
の
防
衛

力
を
強
化
す
る
べ
き
と
の
発
言
を
し
て
い
る
。 

 

産
経
新
聞
に
よ
れ
ば
、
二
○
二
二
年
二
月
十
八
日
ま
で
に
尖
閣
周
辺
に
中
国
の
公
船
が
五
十
二
日
間
連
続
で
航
行
し
て
き
た

ほ
か
、
二
月
二
十
六
日
以
降
三
月
三
十
一
日
ま
で
三
十
四
日
間
連
続
、
四
月
五
日
以
降
四
月
十
五
日
ま
で
十
一
日
間
連
続
、
四

月
十
七
日
以
降
六
月
八
日
ま
で
五
十
四
日
間
連
続
で
航
行
し
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
五
月
十
四
日
に
は
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県

石
垣
市
）
周
辺
の
領
海
に
中
国
海
警
局
の
船
四
隻
が
相
次
い
で
侵
入
し
て
い
る
。
令
和
二
年
に
尖
閣
周
辺
を
航
行
す
る
中
国
公

船
が
確
認
さ
れ
た
の
は
過
去
最
多
の
三
百
三
十
三
日
間
、
令
和
三
年
に
中
国
は
海
警
法
を
施
行
し
て
、
公
船
に
武
器
使
用
の
権
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限
を
付
与
し
て
い
る
。 

 

一
方
、
二
○
一
四
年
四
月
に
来
日
し
た
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
元
米
大
統
領
は
、
尖
閣
諸
島
は
「
安
保
条
約
第
五
条
の
適
用
範
囲

に
あ
る
」
と
明
言
し
た
。
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
主
要
部
分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

「
各
締
約
国
（
日
米
）
は
、
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け
る
、
い
ず
れ
か
一
方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国

の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
共
通
の
危
険
に
対

処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」 

 

重
要
な
の
は
、
武
力
攻
撃
に
対
し
て
、
「
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
」
と
す
る

部
分
で
あ
る
。 

 

当
時
、
日
本
で
は
こ
の
米
国
の
対
応
を
歓
迎
し
つ
つ
、
「
日
本
が
憲
法
上
、
米
国
と
他
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
対
し
て
、
共

同
対
処
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
、
集
団
的
自
衛
権
を
保
持
し
行
使
し
な
け
れ
ば
、

成
り
立
た
な
い
。
」
（
二
○
一
四
年
四
月
二
十
六
日
、
産
経
新
聞
）
と
し
て
、
日
本
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
を
変
え
て
き

た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
「
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
」
と
す
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る
部
分
を
米
国
側
に
適
用
す
れ
ば
、
米
国
の
憲
法
で
宣
戦
布
告
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
連
邦
議
会
が
、
日
本
を
守
る
た
め

に
米
国
民
の
財
産
と
生
命
と
を
犠
牲
に
し
て
中
国
と
戦
争
す
る
こ
と
を
認
め
て
初
め
て
米
国
は
軍
事
的
に
極
東
有
事
に
対
応
す

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
中
国
が
尖
閣
諸
島
な
ど
に
侵
攻
し
て
も
自
動
的
に
米
軍
が
出
動
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
重
大
な
疑
念
が
日
本
国
民
に
生
じ
る
。 

 

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
も
選
挙
当
選
を
確
実
に
し
た
直
後
の
二
○
二
○
年
十
一
月
十
二
日
に
、
「
日
米
安
保
条
約
第
五
条
は
尖

閣
諸
島
に
適
用
さ
れ
る
」
と
当
時
の
菅
首
相
に
電
話
会
談
で
伝
え
て
い
る
。
今
一
度
、
日
本
の
安
全
保
障
の
根
幹
で
あ
る
日
米

安
全
保
障
条
約
第
五
条
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
が
ど
の
よ
う
な
想
定
を
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
以
下
の
質
問
を
す
る
。 

一 

日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
で
は
、
「
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
」
と
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、

「
日
本
の
領
土
が
侵
攻
さ
れ
た
場
合
、
自
動
的
に
米
軍
が
我
が
国
の
防
衛
の
た
め
に
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と

い
う
認
識
で
あ
る
か
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。
「
自
動
的
に
」
と
は
、
米
国
議
会
な
ど
の
承
認
手
続
き
を
経
ず
、
米
国
政

府
と
日
本
政
府
が
連
携
し
て
迅
速
に
我
が
国
の
防
衛
の
た
め
に
対
応
す
る
こ
と
を
い
う
。 

二 

同
様
に
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
「
自
国
の
憲
法
上
の
規
定
及
び
手
続
に
従
つ
て
」
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
、
「
米
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国
の
憲
法
で
宣
戦
布
告
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
連
邦
議
会
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
初
め
て
、
米
軍
が
我
が
国
の
防
衛
の

た
め
に
対
応
す
る
」
と
い
う
認
識
を
政
府
は
持
っ
て
い
る
の
か
。 

三 

日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
「
共
通
の
危
険
に
対
処
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
」
に
つ
い
て
、
「
米
軍
が
尖
閣
防
衛
の
た

め
に
戦
闘
部
隊
を
派
遣
し
て
中
国
軍
を
攻
撃
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
国
民
は
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
、

「
米
国
議
会
が
認
め
る
範
囲
で
、
米
国
は
自
衛
隊
に
武
器
弾
薬
の
提
供
や
補
給
を
す
る
」
と
い
う
対
処
に
と
ど
ま
る
可
能
性

も
高
い
。
仮
に
米
国
が
尖
閣
防
衛
に
戦
闘
部
隊
を
派
遣
せ
ず
、
自
衛
隊
に
武
器
弾
薬
の
提
供
や
補
給
の
み
を
行
な
っ
た
場

合
、
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
は
遵
守
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
か
。 

四 

防
衛
省
は
「
日
米
安
全
保
障
体
制
の
意
義
」
と
題
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
「
米
国
の
日
本
防
衛
義
務
に
よ
り
、
仮
に
ど

こ
か
の
国
が
わ
が
国
に
対
し
て
武
力
攻
撃
を
企
図
し
た
と
し
て
も
、
自
衛
隊
の
み
な
ら
ず
、
米
国
の
有
す
る
強
大
な
軍
事
力

と
も
直
接
対
決
す
る
事
態
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
」
と
説
明
し
て
い
る
。
米
国
議
会
の
判
断
で
米
国
の

対
処
の
有
無
や
内
容
が
左
右
さ
れ
る
な
ら
ば
、
米
国
に
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
日
本
防
衛
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
と
政
府

は
認
識
し
て
い
る
か
。 

 
 

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、
多
く
の
日
本
国
民
が
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
現
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状
に
お
い
て
、
実
際
に
日
米
同
盟
に
対
し
て
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
現
状
を
是
非
、
ご
共
有
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
の
質
問
主
意
書
の
答
弁
に
多
く
見
ら
れ
た
、
「
言
葉
の
定
義
が
定
ま
ら
な
い
」
や
「
定
か
で
は
な
い
」
等
の
は
ぐ
ら
か
す

よ
う
な
答
弁
を
せ
ず
、
率
直
に
国
民
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く
答
弁
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。 

 

右
質
問
す
る
。 


